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第 6章

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
経
済
性
と
は
何
か

ー
情
報
化
社
会
の
企
業
組
織
と
産
業
組
織
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1
一
ス
ケ
ー
ル
・
メ
リ
ッ
ト
⑱
リ
ソ
ー
ス
・
メ
リ
ッ
ト

I
T
は
企
業
の
境
界
や
型
を
変
え
る
だ
け
で
な
く
、
企
業
と
企
業
の
相
互
関
係
に
も
大
き
な
変
化
を
突
き
つ
け

て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
オ
ー
プ
ン
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
に
よ
っ
て
、
企
業
の
活
動
舞
台
で
発
揮
さ
れ
る
経
済
性

が
従
来
と
は
異
な
っ
て
き
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
大
変
化
を
乗
り
切
る
に
は
、
「
規
模
の
経
済
性
(
E
c
o
n
o
m
i
e
s

o
f
 Scale)
」
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果
(
N
e
t
w
o
r
k
Effects)
」
「
範
囲
の
経
済
性
(
E
c
o
n
o
m
i
es
o
f
 S
c
o
p
e
)
」
「
連
携
の
経
済
性

(
E
c
o
n
o
m
i
e
s
 o
f
 Alliance)
」
と
い
う

4
つ
の
基
本
概
念
の
特
徴
を
相
互
に
対
比
し
て
、
産
業
組
織
に
与
え
る
影
響
を
理

解
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

．

情
報
の
時
代
に
威
力
を
発
揮
す
る
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
経
済
性
」
は
、
ス
ケ
ー
ル
・
メ
リ
ッ
ト
の
一
種
で
あ
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果
と
リ
ソ
ー
ス
・
メ
リ
ッ
ト
の
一
種
で
あ
る
連
携
の
経
済
性
の

2
つ
の
特
徴
か
ら
成
り
立
っ
て
い

る
。
両
者
の
メ
リ
ッ
ト
を
伝
統
的
な
経
済
性
で
あ
る
規
模
の
経
済
性
や
範
囲
の
経
済
性
と
比
較
し
て
概
念
整
理
す
る

と
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果
が
規
模
の
経
済
性
と
、
ま
た
、
連
携
の
経
済
性
が
範
囲
の
経
済
性
と
そ
れ
ぞ
れ
対
を
な
し

て
い
る
（
図
表
6
|
1
)
。
ま
ず
本
節
で
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果
と
規
模
の
経
済
性
に
つ
い
て
そ
の
共
通
点
と
相
違

点
を
考
え
て
み
よ
う
。

ー

＿
経
済
性
の
基
本
4
概
念
を
考
え
る
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［図表6-1-14つの経済性の概念整理

〔ScaleMerit〕

〔規模・産業組織〕

〔ResourceMerit〕

伝統的な経済性

規模の経済性
(Economies of Scale) 

↓ 〈無条件〉

〔大企業・独寡占化〕

↑ 〈無条件〉

範囲の経済性
(Economies of Scope) 

⇔ 

⇔ 

ネットワークの経済性

ネットワーク効果
(Network Effects) 

〈標準化〉↓ 〈互換性〉

〔多様な競争市場〕

〈代替取引〉↑〈スイッチ構造〉

連携の経済性
(Economies of Alliance) 

資料 ：篠崎(2003)図9-1をもとに作成。

2
＿
絆
の
広
が
り
で
発
揮
さ
れ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果

カ
ッ
ツ
11

シ
ャ
ピ
ロ

(
1
9
8
5
)
で
有
名
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果

と
は
、
「
あ
る
財
・
サ
ー
ビ
ス
の
消
費
者
に
と
っ
て
、
自
分
以
外
の

購
入
者
の
数
が
増
え
れ
ば
増
え
る
ほ
ど
、
自
ら
の
効
用
が
よ
り
一

層
高
ま
る
効
果
」
の
こ
と
で
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
外
部
性
(
Network

E
x
t
ernali ty)
と
も
呼
ば
れ
る
。

通
常
の
財
・
サ
ー
ビ
ス
で
あ
れ
ば
、
例
え
ば
風
呂
上
り
の
ビ
ー
ル

を
考
え
る
と
、
自
分
が
ジ
ョ
ッ
キ
を
飲
み
干
す
こ
と
で
乾
き
を
満
た

さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
他
人
が
よ
り
多
く
飲
む
ほ
ど
自
分
の
満
足
度

(11
効
用
）
が
高
ま
っ
て
い
く
わ
け
で
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
メ
ー
ル

や
S
N
S
を
考
え
る
と
、
い
く
ら
立
派
な
端
末
を
購
入
し
て
も
、
利

用
者
が
自
分

1
人
し
か
い
な
け
れ
ば
、
誰
と
も
つ
な
が
ら
ず
メ

ッ

セ
ー
ジ
を
伝
え
る
こ
と
す
ら
で
き
な
い
わ
け
で
何
の
効
用
も
生
ま

れ
な
い
（
も
ち
ろ
ん
、
内
蔵
さ
れ
て
い
る
ゲ
ー
ム
を
独
り
で
楽
し
む
こ
と
は
で

き
る
が
、
こ
の
場
合
は
ビ
ー
ル
と
同
じ
で
あ
る
）。

メ
ー
ル
や

S
N
S
で
は
、
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同
じ
サ
ー
ビ
ス
に
自
分
以
外
の
他
人
が
よ
り
多
く
加
わ
る
ほ
ど
自
分
に
と
っ
て
の
利
便
性
が
増
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果
と
は
、
い
わ
ば
、
消
費
者
の
絆
が
広
が
る
ほ
ど
幸
せ
に
な
る
効
果
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果
の
研
究
を
遡
る
と
、
通
偏
産
業
の
経
済
分
析
を
行
っ
た
論
文
に
た
ど
り
着
く
(Rohlfs

[
 1
9
7
4
]
)

。
そ
こ
で
は
、
他
の
加
入
者
が
増
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
分
の
効
用
が
高
ま
る
と
い
う
通
信
サ
ー
ビ
ス
の

特
徴
が
「
消
費
に
お
け
る
外
部
経
済
性
」
の
典
型
だ
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
当
時
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

効
果
へ
の
関
心
は
薄
く
、
こ
の
概
念
が
注
目
さ
れ
始
め
た
の
は
、
カ
ッ
ツ
と
シ
ャ
ピ
ロ
の
論
文
な
ど
が
相
次
い
だ

1
9
8
0
年
代
半
ば
以
降
で
あ
る
。
ち
ょ
う
ど
こ
の
時
期
に
、
素
材
な
ど
の
重
厚
長
大
型
産
業
か
ら
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ

ク
ス
や
通
信
サ
ー
ビ
ス
と
い
っ
た
新
し
い
タ
イ
プ
の
情
報
産
業
が
主
役
と
な
る
産
業
構
造
の
変
化
が
起
き
て
い
た
。

3
1
9
8
0
年
代
の
V
T
R
市
場
争
奪
戦
や
流
行
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
も

一

自
分
以
外
の
利
用
者
の
数
が
自
分
自
身
の
満
足
の
大
き
さ
に
影
響
す
る
と
い
う
効
果
は
、
文
字
ど
お
り
の
物
理

的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
る
場
合
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
以
外
の
様
々
な
現
象
に
も
応
用
で
き
る
。
例
え
ば
、

1
9
8
0
年
代
に
S
o
n
y
陣
営
の
ベ
ー
タ
方
式
と
P
a
n
a
s
o
n
i
c
陣
営
の

V
H
S
方
式
で
熾
烈
な
市
場
争
奪
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
た

V
T
R市
場
は
、
そ
の
こ
と
を
示
す
典
型
事
例
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
機
器
と
し
て
の
ビ
デ
オ
デ
ッ
キ
製

品
群
、
関
連
し
た
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の
ビ
デ
オ
・
ソ
フ
ト
の
種
類
と
利
用
者
間
の
交
換
性
、
事
後
的
に

続
く
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
の
補
修
・
拡
張
部
品
や
レ
ン
タ
ル
・
ビ
デ
オ
の
品
揃
え
と
店
舗
網
は
、
相
互
に
強
い
補
完
関
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係
が
あ
る
の
で
、
利
用
者
数
が
多
い
ほ
ど
機
器
や
ソ
フ
ト
の
品
揃
え
、
サ
ー
ビ
ス
網
の
充
実
に
よ
っ
て
消
質
者
の
効

用
は
高
ま
っ
た
。
日
本
の

S
N
S
市
場
で
み
ら
れ
る
ミ
ク
シ
ィ
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
グ
リ
ー
、
デ
ィ
ー
・
エ
ヌ
・

エ
ー
な
ど
の
利
用
者
獲
得
合
戦
は
そ
の
現
代
版
と
い
え
る
。

ま
た
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
音
楽
、
テ
レ
ビ
番
組
と
い
っ
た
共
通
話
題
の
「
流
行
」
も
、
同
じ
行
為
を
し
て
い
る
自

分
以
外
の
人
数
が
多
い
ほ
ど
満
足
度
が
高
い
と
い
う
点
で
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果
の
一
種
と
い
え
る
。

V
T
R
や
流

行
の
場
合
は
、
携
帯
電
話
網
や
メ
ー
ル
の
よ
う
な
物
理
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
成
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
各

消
費
者
が
同
種
の
財
・
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
と
い
う
点
で
は
、
目
に
は
み
え
な
い
・
一
種
の
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
に

連
な
っ
て
お
り
、
そ
の
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が
広
が
る
ほ
ど
各
利
用
者
の
満
足
度
が
一
層
高
ま
る
と
い
う
特
徴
を
備

え
て
い
る
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果
を
定
式
化
す
る
と
、
他
の
購
入
者
11
加
入
者
(

S

)

が
増
え
る
と
そ
れ
以
上
に
効
用
(

U

)

が
高

ま
る
の
で
あ
る
か
ら
、
効
用
の
加
入
規
模
弾
力
性
（
呻
ぷ
嘔
）
が

1
よ
り
大
き
い
こ
と
を
意
味
す
る
（
こ
こ
で

d
は
増
分

を
表
す
）
。
携
帯
電
話
を
例
に
考
え
る
と
、
通
話
可
能
な

2
人
の
組
み
合
わ
せ
数
が
利
便
性
の
大
き
さ
を
示
す
と
み

な
せ
ば
、
加
入
者
数
が

10
人
↓

1
0
0
人
↓

1
0
0
0
人
へ
と
増
加
す
る
場
合
に
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
規
模
は
そ

れ
ぞ
れ

10
倍、

1
0
0
倍
に
拡
大
し
た
に
過
ぎ
な
い
が
、
利
便
性
を
示
す
通
話
可
能
な
組
み
合
わ
せ
数
は
、

45

(11-
。C
2
)
組
↓
4
9
5
0
(
=
1
0
0
C
2
)
組
↓

49
万
9
5
0
0
(
=
1
0
0
0
C
2
)
組
と
い
う
具
合
に
、
そ
れ
ぞ
れ

1
1
0
倍、

1
万
1
1
0
0
倍
へ
と
膨
れ
上
が
っ
て
い
く
（
図
表
6
|
2
)
。
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［図表e-2I携帯電話の加入者数と通話可能な組み合わせ数
携帯電話の加入者 (n)について、二者組み合わせ数はC,)が利便性を示すと仮定すると

n: 10 ⇒ 100 ⇒ 1,000 

＼二二屯門―/100倍
nC2 : 45 ⇒ 4,950 ⇒ 499,500 
~11,100倍

スケールメリット……「規模の経済」と同じ？

こ
の
よ
う
に
、
ス
ケ
ー
ル
・
メ
リ
ッ
ト
の
一
種
で
あ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果
は
、

一
見
す
る
と
規
模
の
経
済
性
と
同
じ
概
念
で
あ
る
か
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
し

て
、
一
般
的
に
そ
う
誤
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
だ
が
、
実
は
両
者
は
決
し

て
同
一
の
概
念
で
は
な
い
。

確
か
に
、
規
模
が
拡
大
す
る
に
つ
れ
て
そ
れ
以
上
に
プ
ラ
ス
の
効
果
が
高
ま
る

と
い
う
点
で
、
両
者
の
特
徴
は
共
通
し
て
い
る
。
だ
が
、
経
済
学
の
観
点
で
正
確

に
と
ら
え
る
と
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果
と
規
模
の
経
済
性
は
次
の

2
つ
の
点
で
異

な
る
。
第
1
に
、
両
者
は
、
経
済
活
動
と
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
局
面
で
生
ま

れ
る
経
済
性
で
あ
り
、
第
2
に
、
産
業
組
織
に
対
し
て
、
あ
る
条
件
の
下
で
全
く

逆
の
結
果
を
も
た
ら
す
と
い
う
点
で
あ
る
。

ま
ず
、
第
1
の
点
を
考
え
て
み
よ
う
。
ゴ
ー
ル
ド

(
1
9
8
1
)
が
論
じ
た
よ
う

に
、
経
済
学
で
「
規
模
の
経
済
性
」
と
い
う
場
合
、
厳
密
に
は
工
場
な
ど
の
生
産

場
面
で
操
業
単
位
(

X

)

の
規
模
を
拡
大
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
産
出
最

(y)
が
そ
れ
以

上
に
増
大
す
る
と
い
う
効
果
、
す
な
わ
ち
、
産
出
最
の
操
業
規
模
弾
力
性
（
崎
ふ
べ
）

が
1
よ
り
大
き
く
な
る
効
果
を
指
し
て
い
る
。
石
池
化
学
や
鉄
鋼
な
ど
の
重
化
学

4
＿
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果
と
規
模
の
経
済
性
は
同
じ
で
は
な
い
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［図表6-3I規模の経済性 vs.ネットワーク効果
Input market (要素市場）

□ 
生産側 操業単位

規模の経済性
大規模な臨海コンビナート工場

Output market (生産物市場）

消費側

EJ 利用単位ネットワーク効果

FAX、VTR、携帯電話、 SNS

工
業
を
思
い
浮
か
べ
る
と
わ
か
る
よ
う
に
、
生
産
拠
点
を
小
さ
な
町
工

場
に
分
割
し
た
の
で
は
、
効
率
性
が
著
し
く
損
な
わ
れ
て
し
ま
う
。
こ

う
し
た
産
業
で
臨
海
部
に
大
規
模
な
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
地
帯
が
形
成
さ
れ

る
の
は
、
ま
さ
に
規
模
の
経
済
性
が
働
い
て
、
飛
躍
的
に
生
産
力
が
高

ま
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
こ
の
例
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
規
模
の

経
済
性
で
は
、
イ
ン
プ
ッ
ト
市
場
と
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
市
場
を
つ
な
ぐ
生

産
関
数
の
効
率
性
が
論
じ
ら
れ
て
お
り
、
．
こ
れ
は
「
供
給
（
生
産
）
サ
イ

ド
」
で
発
揮
さ
れ
る
ス
ケ
ー
ル
・
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
。

一
方
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果
は
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
市
場
か
ら
先
の
消

費
者
の
効
用
を
論
じ
て
お
り
、
こ
れ
は
「
需
要
（
消
費
）
サ
イ
ド
」
で
発

揮
さ
れ
る
ス
ケ
ー
ル
・
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
規
模
の
経
済
性

を
供
給
（
生
産
）
サ
イ
ド
の
ス
ケ
ー
ル
・
メ
リ
ッ
ト
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効

果
を
需
要
（
消
費
）
サ
イ
ド
の
ス
ケ
ー
ル
・
メ
リ
ッ
ト
と
概
念
整
理
す
る

と
、
そ
も
そ
も
両
者
は
ス
ケ
ー
ル
・
メ
リ
ッ
ト
が
生
ま
れ
る
経
済
活
動

の
局
面
が
全
く
異
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
第

1
の
相
違
点
で
あ
る
（
図

表
6
|
3
)
。
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ー
＿
互
換
性
が
生
み
出
す
競
争
的
な
産
業
組
織

生
産
サ
イ
ド
で
発
揮
さ
れ
る
規
模
の
経
済
性
を
活
か
す
に
は
、
生
産
要
素
を

1
つ
の
組
織
に
集
約
し
、
操
業
単

位
を
大
規
模
化
す
る
戦
略
が
追
求
さ
れ
る
た
め
、
競
争
に
勝
ち
残
る
過
程
で
企
業
は
次
第
に
巨
大
化
し
、
独
寡
占
的

2
 ＿
な
ぜ
多
様
な
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
群
が
勝
る
の
か

5
＿
異
な
る
産
業
組
織
へ
の
影
響

規
模
の
経
済
性
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果
の
違
い
は
そ
れ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
企
業
は
イ
ン
プ
ッ
ト
市
場
と
ア

ウ
ト
プ
ッ
ト
市
場
の

2
つ
の
市
場
を
結
び
つ
け
る
生
産
関
数
で
あ
り
、
こ
の
領
域
で
生
ま
れ
る
規
模
の
経
済
性
は
定

義
上
大
企
業
に
有
利
で
、
必
然
的
に
企
業
の
巨
大
化
と
産
業
組
織
の
独
寡
占
化
が
促
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
が
、
同
じ
ス
ケ
ー
ル
・
メ
リ
ッ
ト
で
あ
っ
て
も
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
市
場
か
ら
先
の
消
費
者
側
を
対
象
と
す

る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果
で
は
、
望
ま
し
い
企
業
規
模
や
産
業
組
織
が
ア
プ
リ
オ
リ
に
定
ま
る
わ
け
で
は
な
い
。
む
し

ろ
、
「
あ
る
条
件
」
が
加
わ
る
と
、
多
数
参
加
に
よ
る
競
争
市
場
化
を
促
す
力
が
働
い
て
、
産
業
組
織
に
対
し
て
規

模
の
経
済
性
と
は
全
く
逆
の
効
果
を
生
み
出
す
。
そ
の
条
件
と
は
何
か
、
次
節
で
考
え
て
い
こ
う
。
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な
産
業
組
織
が
形
成
さ
れ
て
い
く
だ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、
需
要
サ
イ
ド
で
生
ま
れ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果
の
場

合
は
、
生
産
サ
イ
ド
に
つ
い
て
は
何
も
語
ら
れ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
消
費
者
か
ら
み
て
、
財
・
サ
ー
ビ
ス
に
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
効
果
を
享
受
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
さ
え
確
保
さ
れ
て
い
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
供
給
体
制
で
あ
る
か
は
問

わ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
仕
組
み
こ
そ
が
「
互
換
性
」
で
あ
る
。

互
換
性
が
カ
ギ
に
な
る
と
い
う
点
は
、
米
国
の
パ
ソ
コ
ン
市
場
拡
大
の
歴
史
に
よ
く
表
れ
て
い
る
。

1
9
8
1
年

に
I
B
M
が
パ
ソ
コ
ン
市
場
に
参
入
す
る
と
、
同
社
の
プ
ラ
ン
ド
が
威
力
を
発
揮
し
て
、
生
産
が
追
い
つ
か
な
い
ほ

ど
好
調
な
売
れ
行
き
と
な
っ
た
。
こ
こ
に
目
を
つ
け
た
の
が
、
パ
ソ
コ
ン
用
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
開
発
す
る
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
企
業
や
周
辺
機
器
を
製
造
す
る
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
企
業
で
あ
る
。

そ
れ
以
前
は

P
C
の
規
格
が
乱
立
し
て
い
た
た
め
、
様
々
な
機
種
に
あ
わ
せ
て
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
開
発
や
周

辺
機
器
の
製
造
を
行
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、

I
B
M
.
P
C
が
市
場
で
優
勢
に
な
る
と
彼
ら
の
経
営

資
源
を
そ
こ
に
集
中
し
て
開
発
や
製
造
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
な
る
と
、

I
B
M
.
P
C
の
利
用
者
に

と
っ
て
は
、
相
互
に
利
用
で
き
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
や
周
辺
機
器
の
種
類
が
増
え
て
利
便
性
が
大
い
に
高
ま
る
。
つ
ま

り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

重
要
な
の
は
そ
の
先
で
あ
る
。
意
外
な
こ
と
に
、
こ
う
し
た
動
き
は
直
ち
に

I
B
M
に
よ
る
パ
ソ
コ
ン
市
場
の
支

配
11
独
占
化
に
は
つ
な
が
ら
な
か
っ
た
。
圧
倒
的
な
ブ
ラ
ン
ド
カ
を
持
つ

I
B
M
用
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
周
辺

機
器
に
「
消
費
に
お
け
る
外
部
経
済
性
」
が
生
ま
れ
た
こ
と
で
、

I
B
M
以
外
の
パ
ソ
コ
ン
・
メ
ー
カ
ー
に
と
っ
て

も
、
規
格
さ
え
合
わ
せ
れ
ば
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果
に
よ
る
市
場
拡
大
と
い
う
‘
ビ
ジ
ネ
ス
・
チ
ャ
ン
ス
が
訪
れ
た
か
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ら
で
あ
る
。
そ
れ
を
可
能
に
し
た
の
が
「
オ
ー
プ
ン
方
式
」
に
よ
る
標
準
化
と
互
換
性
の
仕
組
み
で
あ
る
。

2
＿
価
格
と
品
質
の
多
彩
な
競
争
を
促
し
た
オ
ー
プ
ン
方
式

I
B
M
は
パ
ソ
コ
ン
市
場
へ
の
参
入
に
際
し
て
、
自
社
に
な
い
革
新
的
技
術
の
導
入
に
よ
る
開
発
期
間
の
短
縮
化

を
目
指
し
て
、
基
本
ソ
フ
ト

(
O
S
)
や
中
央
演
算
装
置
(
C
P
u
)
な
ど
の
主
要
部
品
も
含
め
て
、
社
外
の
技
術
力
や

生
産
力
を
取
り
入
れ
た
オ
ー
プ
ン
方
式
を
採
用
し
た
。
こ
れ
が
功
を
奏
し
て
、
通
常
は

3
、
4
年
か
か
っ
て
い
た
新

機
種
の
開
発
期
間
を
、
当
初
目
標
ど
お
り
、

1
年
に
短
縮
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

O
S
の
開
発
を
担
っ
た
マ
イ
ク
ロ

ソ
フ
ト
と

C
P
u
を
開
発
し
た
イ
ン
テ
ル
は
そ
の
代
表
で
、
両
社
は
「
ウ
ィ
ン
テ
ル
連
合
」
と
し
て
、
そ
の
後
の
パ

ソ
コ
ン
市
場
を
リ
ー
ド
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
多
く
の
規
格
が
乱
立
し
て
い
た
パ
ソ
コ
ン
市
場
は
、

I
B
M
の
規

格
が
デ
フ
ァ
ク
ト
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
（
事
実
上
の
標
準
）
と
な
り
、
こ
れ
が
一
種
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（
共
通
基
盤
）
の

役
割
を
果
た
し
て
「
互
換
性
」
の
あ
る
パ
ソ
コ
ン
市
場
へ
多
様
な
企
業
の
新
規
参
入
が
相
次
い
だ
の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
新
規
参
入
の
互
換
パ
ソ
コ
ン
・
メ
ー
カ
ー
が
単
純
に

I
B
M
と
同
じ
製
品
を
供
給
し
た
の
で
は
、
信

頼
性
や
ブ
ラ
ン
ド
カ
の
面
で
商
機
は
訪
れ
な
い
。
同
一
の
性
能
で
あ
れ
ば
、
価
格
を
引
き
下
げ
る
と
い
う
「
価
格
競

争
」
の
戦
略
が
、
ま
た
、
同
等
の
価
格
で
あ
れ
ば
、
よ
り
高
い
性
能
や
携
帯
性
な
ど
の
利
便
性
を
付
加
し
た
「
品
質

差
別
化
」
の
戦
略
が
と
ら
れ
、
多
彩
な
企
業
間
の
合
従
連
衡
も
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
こ
う
し
て
、

I
B
M
互
換
の
パ

ソ
コ
ン
市
場
で
は
、
消
費
サ
イ
ド
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果
を
も
た
ら
し
つ
つ
、
生
産
サ
イ
ド
で
は
、
独
占
的
な
産
業
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組
織
と
は
正
反
対
の
多
様
な
企
業
の
多
数
参
加
に
よ
る
競
争
的
な
産
業
組
織
が
形
成
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

3
＿
ス
マ
ホ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
も
脈
々
と
続
く
競
争
の
気
質

巨
大
企
業
に
よ
る
市
場
独
占
で
は
な
く
、
競
争
的
市
場
が
出
現
し
た
こ
と
は
、
パ
ソ
コ
ン
市
場
に
お
け
る

I
B
M

の
地
位
の
変
遷
に
表
れ
て
い
る
。
コ
ン
パ
ッ
ク
な
ど
の
互
換
機
メ
ー
カ
ー
が
一
気
に
売
上
を
伸
ば
し
、

1
9
8
3

年
に

7
割
以
上
あ
っ
た

I
B
M
の
シ
ェ
ア
は
、

1
9
8
7年
に
は

4
分
の

1
に
ま
で
低
下
し
た
。
こ
れ
に
は
、

I
B

M
自
身
が
需
要
予
測
を
誤
っ
て
自
社
製
品
の
供
給
不
足
を
も
た
ら
し
た
こ
と
や
、
メ
イ
ン
フ
レ
ー
ム
事
業
と
の
競
合

（
カ
ニ
バ
リ
ズ
ム
）
を
避
け
よ
う
と
す
る
社
内
事
情
で
、
パ
ソ
コ
ン
開
発
が
一
時
迷
走
し
た
こ
と
な
ど
も
影
響
し
て
い

る
が
、
消
費
サ
イ
ド
の
ス
ケ
ー
ル
・
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果
が
、
生
産
サ
イ
ド
の
産
業
組
織
に
対
し

て
は
、
必
ず
し
も
独
寡
占
化
を
促
す
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
如
実
に
物
語
る
出
来
事
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

ち
な
み
に
、

I
B
M
.
P
C
か
ら

30
年
以
上
経
過
し
た
現
在
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
市
場
で
、
グ
ー
グ
ル
の
ア
ン

ド
ロ
イ
ド
、
ア
ッ
プ
ル
の
i
P
h
o
n
e
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
の
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
フ
ォ
ン
な
ど
が

O
S
の
デ
フ
ァ
ク
ト
を
め

ぐ
っ
て
し
の
ぎ
を
削
っ
て
い
る
。

2
0
1
1
年

9
月
に
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
な
ど
ボ
ス
ト

P
C
時
代
を
に
ら
ん
で
、

マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
が
イ
ン
テ
ル
以
外
の

M
P
u
（
超
小
型
演
算
処
理
装
置
）
に
も
対
応
す
る
次
期

O
S
「
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ

8
」
を
、
ま
た
、
イ
ン
テ
ル
が
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
の
ラ
イ
バ
ル
と
も
い
え
る
グ
ー
グ
ル
と
の
提
携
を
そ
れ
ぞ
れ
発
表

し
た
。
見
逃
せ
な
い
の
は
、
こ
れ
ら
大
手

I
T
企
業
の
動
き
を
取
り
囲
む
よ
う
に
、
関
連
ア
プ
リ
の
開
発
や
周
辺
機

1 77 I 第6章 ネットワークの経済性とは何か—情報化社会の企業組織と産業組織論

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



器
の
供
給
で
多
様
な
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
が
ひ
し
め
き
あ
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

I
T
関
連
市
場
の
多
彩
な
競

争
気
質
は
、

21
世
紀
の
今
日
に
も
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

4

＿ー
9
8
0
年
代
は
互
換
性
な
き
囲
い
込
み
型
の
パ
ソ
コ
ン
通
信

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果
と
競
争
的
産
業
組
織
の
関
係
は
、
デ
ー
タ
通
信
の
分
野
で
も
み
ら
れ
る
。
あ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
加
入
し
て
い
る
利
用
者
に
と
っ
て
、
自
分
以
外
の
利
用
者
と
通
信
で
き
る
か
否
か
は
利
便
性
の
面
で
最
も
重
要

な
ポ
イ
ン
ト
だ
が
、
そ
の
こ
と
が
匝
ち
に
「
利
用
者
は
、
互
い
に
同
一
の
キ
ャ
リ
ア
や
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
こ
と
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
い
。

も
ち
ろ
ん
、
同
一
企
業
が
運
営
す
る
巨
大
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
全
体
を
カ
バ
ー
し
て
い
れ
ば
、
加
入
者
全
員
が
相

互
に
通
信
可
能
な
た
め
、
利
便
性
が
高
ま
る
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
だ
が
、
そ
の
よ
う
な

1
つ
の
企
業
に
よ
る
巨

大
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
な
く
、
異
な
る
運
営
者
が
提
供
す
る
小
規
模
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
加
入
し
て
い
て
も
、
そ

れ
ら
が
相
互
に
連
結
し
て
問
題
な
く
利
用
で
き
る
な
ら
ば
、
利
用
者
側
か
ら
み
る
と
、
実
態
的
に
は
大
き
な
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
・
シ
ス
テ
ム
が
形
成
さ
れ
て
い
る
の
と
同
じ
利
便
性
が
享
受
で
き
る
。

パ
ソ
コ
ン
市
場
の
例
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果
で
究
極
的
に
問
わ
れ
る
の
は
、
カ
ッ
ツ
と

シ
ャ
ピ
ロ
が
指
摘
し
た
「
異
な
る
企
業
の
製
品
が
相
互
に
利
用
で
き
る
か
ど
う
か
」
、
つ
ま
り
「
互
換
性
」
と
そ
れ

を
担
保
す
る
た
め
の
標
準
化
の
仕
組
み
が
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
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こ
の
点
は
、

1
9
8
0
年
代
の
パ
ソ
コ
ン
通
倍
と

1
9
9
0
年
代
に
普
及
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
の
違
い
が
わ

か
り
や
す
い
。
か
つ
て
の
パ
ソ
コ
ン
通
信
は
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
が
異
な
れ
ば
利
用
者
は
相
互
に
デ
ー
タ
の
や
り
取
り

を
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
が
加
入
者
を
囲
い
込
む
互
換
性
の
な
い
仕

組
み
で
あ
っ
た
。
こ
れ
で
は
、
小
さ
な
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
に
加
入
し
た
利
用
者
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果
を
享
受
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
、
当
時
の
パ
ソ
コ
ン
通
偏
で
は
、

N
E
C系
の
ビ
ッ
グ
ロ
ー
ブ
と
富
士
通
系
の
ニ
フ

テ
ィ
な
ど
大
手
に
よ
る
寡
占
化
が
進
行
し
て
い
っ
た
。

流
通
業
な
ど
専
用
線
を
張
り
め
ぐ
ら
せ
た
企
業
間
の
デ
ー
タ
通
信
も
似
た
よ
う
な
状
況
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
シ
ス
テ

ム
が
異
な
る
方
式
で
精
緻
に
構
築
さ
れ
、
各
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
相
互
に
共
通
の
連
結
面
（
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
）
を
持
つ

よ
う
な
互
換
性
は
充
分
確
保
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

5
＿
多
彩
な
競
争
へ
と
一
変
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
世
界

こ
う
し
た
「
囲
い
込
み
競
争
」
を
一
変
さ
せ
た
の
が

1
9
9
0年
代
に
普
及
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
あ
る
。
こ

れ
は
、

T
C
P
/
I
P
と
い
う
標
準
化
さ
れ
た
通
信
手
順
（
プ
ロ
ト
コ
ル
）
に
よ
っ
て
、
文
字
ど
お
り
複
数
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
相
互
に
結
び
、
異
機
種
間
の
デ
ー
タ
の
や
り
取
り
を
可
能
に
す
る
オ
ー
プ
ン
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
。

利
用
者
は
職
場
や
学
校
や
自
宅
の
み
な
ら
ず
、
喫
茶
店
や
空
港
な
ど
の
公
共
空
間
で
、
ど
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
接
続

し
て
い
て
も
、
相
互
の
デ
ー
タ
通
信
が
可
能
で
あ
り
、
ま
さ
し
く
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果
が
存
分
に
発
揮
さ
れ
る
仕
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組
み
と
い
え
る
。

そ
れ
を
供
給
す
る
産
業
の
側
で
は
、

C
A
T
V
、

A
D
S
L
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
な
ど
の
固
定
系
か
ら
、

3
G
、

W

.
1
F
i
、

M
I
M
A
X
、

L
T
E
な
ど
の
無
線
系
に
至
る
ま
で
、
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
企
業
が
数
多
く
活

動
し
て
お
り
、
価
格
や
サ
ー
ビ
ス
を
め
ぐ
る
競
争
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。
利
用
者
か
ら
み
る
と
、
固
定
や
無
線

の
違
い
は
、
も
は
や
大
き
な
問
題
で
は
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
互
換
性
や
切
り
替
え
を
阻
害
す

る
制
度
や
‘
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果
を
享
受
し
た
い
利
用
者
に
と
っ
て
は
、
不
便
な
仕
組
み
で
し

か
な
く
、
産
業
の
発
展
に
と
っ
て
も
問
題
が
大
き
い
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

6
一
ロ
ッ
ク
イ
ン
効
果
を
乗
り
越
え
る
仕
掛
け

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果
が
働
く
市
場
で
は
、
し
ば
し
ば
「
い
っ
た
ん
使
用
し
始
め
れ
ば
、
慣
れ
親
し
ん
だ
も
の
か
ら

は
離
れ
が
た
い
」
と
い
う
「
ロ
ッ
ク
イ
ン
効
果
」
も
生
じ
や
す
い
。
キ
ー
ボ
ー
ド
の
英
字
配
列
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。

英
字
最
上
段
の
左
か
ら

6
文
字
が

Q
、

W
、

E
、

R
、

T
、

Y
の
並
び
順
で
あ
る
こ
と
か
ら
「

Q
W
E
R
T
Y
」
と

呼
ば
れ
る
お
な
じ
み
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
キ
ー
ボ
ー
ド
の
配
列
は
、
機
械
式
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
の
時
代
に
登
場
し
た
。

そ
の
後
、
よ
り
効
率
的
と
思
わ
れ
る
様
々
な
配
列
も
提
案
さ
れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、

Q
W
E
R
T
Y
配
列
で
長

年
に
わ
た
っ
て
タ
イ
ピ
ス
ト
が
養
成
さ
れ
誰
も
が
慣
れ
親
し
ん
だ
今
と
な
っ
て
は
、
も
は
や
別
の
配
列
に
よ
る
キ
ー

ボ
ー
ド
は
、
効
率
性
で
優
れ
て
い
て
も
な
か
な
か
普
及
し
な
い
。
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こ
れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
「
規
模
の
経
済
性
」
と
の
対
比
を
通
じ
て
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果
」
を
考
え
る
と
、

7
＿
平
板
化
と
は
異
な
る
モ
ジ
ュ
ー
ル
構
造

確
か
に
、
職
場
と
自
宅
と
図
書
館
で
キ
ー
ボ
ー
ド
の
配
列
が
異
な
っ
て
い
た
の
で
は
、
使
い
勝
手
が
悪
く
不
便
だ

ろ
う
。
効
率
的
か
否
か
を
問
う
前
に
、
多
く
の
利
用
者
が
、
既
存
の
同
じ
キ
ー
ボ
ー
ド
配
列
を
使
う
と
い
う
メ
リ
ッ

ト
11

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果
に
ロ
ッ
ク
イ
ン
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
例
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
効
果
が
働
く
場
面
で
は
、
一
度
ド
ミ
ナ
ン
ト
（
主
流
派
）
を
形
成
し
た
財
・
サ
ー
ビ
ス
か
ら
、
た
だ

1
人
で
乗

り
換
え
る
の
は
得
策
で
は
な
く
、
転
換
が
な
か
な
か
進
ま
な
い
傾
向
が
生
じ
や
す
い
。

そ
こ
で
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
場
面
で
は
、
こ
う
し
た
制
約
を
乗
り
越
え
る
様
々
な
創
意
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
で
あ
れ
ば
ア
ダ
プ
タ
ー
や
変
換
器
、
サ
ー
ビ
ス
で
あ
れ
ば
加
入
先
変
更
優
遇
割
引
な
ど
が
良

い
例
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
仕
掛
け
を
考
案
す
る
こ
と
自
体
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
11
創
意
工
夫
の

1
つ
と
い
え
る
。
記

憶
媒
体
の
変
遷
を
み
る
と
、
フ
ロ
ッ
ピ
ィ
デ
ィ
ス
ク
、

M
O
、
メ
モ
リ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
、

U
S
B
メ
モ
リ
ー
、

S

D
カ
ー
ド
、
マ
イ
ク
ロ

S
D
…
…
と
い
っ
た
具
合
に
、
次
々
と
新
製
品
が
生
み
出
さ
れ
て
い
る
が
、
古
い
媒
体
と
の

「
下
位
互
換
性
」
が
確
保
さ
れ
て
い
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
財
・
サ
ー
ビ
ス
市
場
で
は
、
製
品
の
優
勝
劣
敗
が
厳
し
く
、

企
業
の
栄
枯
盛
衰
も
波
乱
に
富
ん
で
い
る
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果
と
互
換
性
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
市
場
は
、
企
業
に

と
っ
て
は
厳
し
い
が
、
長
期
で
み
る
と
変
化
に
富
み
、
活
力
あ
る
成
長
市
場
と
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
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ス
ケ
ー
ル
・
メ
リ
ッ
ト
と
い
う
点
で
は
共
通
し
て
い
る
が
、
そ
の
領
域
が
異
な
る
こ
と
（
生
産
サ
イ
ド
で
は
な
く
需
要
サ

イ
ド
）
、
ま
た
、
産
業
組
織
に
対
し
て
は
、
必
ず
し
も
巨
大
企
業
の
形
成
に
よ
る
市
場
の
独
寡
占
化
を
も
た
ら
す
わ

け
で
は
な
い
こ
と
が
よ
く
理
解
で
き
る
。
重
要
な
の
は
「
互
換
性
」
と
そ
の
裏
付
け
と
な
る
「
標
準
化
」
で
あ
り
、

両
者
が
そ
ろ
う
条
件
で
は
、
「
消
費
の
プ
ラ
ス
の
外
部
性
」
を
も
つ
財
・
サ
ー
ビ
ス
市
場
に
多
く
の
多
彩
な
企
業
を

呼
び
寄
せ
、
独
寡
占
化
と
は
正
反
対
の
新
規
参
入
に
よ
る
競
争
的
な
産
業
組
織
が
形
成
さ
れ
て
い
く
。

こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
互
換
性
を
支
え
る
標
準
化
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
財
・
サ
ー
ビ
ス
の
中
身

ま
で
が
同
一
に
な
っ
て
し
ま
う
「
平
板
化
」
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
イ
ン

タ
ー
フ
ェ
ー
ス
（
連
結
面
）
を
標
準
化
す
る
こ
と
が
重
要
な
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
互
換
性
の
条
件
が
満
た
さ
れ

て
い
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
「
中
身
」
に
独
自
の
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い
て
も
全
く
差
し
支
え
な

い
。
む
し
ろ
、
そ
の
方
が
専
門
性
を
活
か
し
た
多
様
な
技
術
開
発
の
成
果
を
共
通
に
利
用
で
き
て
好
ま
し
い
。

こ
れ
は
「
モ
ジ
ュ
ー
ル
」
と
い
わ
れ
る
構
造
の
特
徴
で
あ
る
。
―
つ
ひ
と
つ
の
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
内
部
は
高
度
に
特

殊
化
さ
れ
、
プ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
化
す
る
が
、
簡
明
な
共
通
ル
ー
ル
を
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
に
用
い
れ
ば
、
相
互
の

連
結
は
容
易
に
行
う
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
各
モ
ジ
ュ
ー
ル
が
専
門
性
を
発
揮
し
な
が
ら
、
全
体
と
し
て
複
雑
な
シ

ス
テ
ム
を
有
機
的
に
進
行
で
き
る
構
造
で
あ
る
た
め
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
親
和
的
な
仕
組
み
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果
と
い
う
概
念
は
、
従
来
イ
ン
プ
ッ
ト
市
場
に
お
け
る
生
産
関
数
の
問
題
と
し
て
扱
わ
れ
て
き

た
「
ス
ケ
ー
ル
・
メ
リ
ッ
ト
」
を
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
市
場
か
ら
と
ら
え
直
す
だ
け
で
な
く
、
産
業
組
織
へ
の
影
響
と
い

う
面
で
も
新
た
な
視
点
を
提
示
し
て
く
れ
る
。
こ
の
点
を
さ
ら
に
掘
り
下
げ
て
い
く
と
、
な
ぜ
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
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ー
＿
組
織
の
内
と
外
の
資
源
を
ど
う
活
か
す
か

ネ
ッ
ト
の
威
力
は
、
「
時
間
」
と
「
空
間
」
だ
け
で
な
く
、
「
組
織
」
を
超
え
て
、
個
人
の
閃
き
や
創
意
工
夫
を
結

集
し
や
す
い
点
に
あ
る
。
従
来
は
、
大
企
業
や
政
府
な
ど
の
巨
大
な
階
層
構
造
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
の
英

知
の
結
集
力
を
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ツ
ー
ル
と
し
て
の

I
T
が
広
く
世
界
に
開
放
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
も

ち
ろ
ん
「
コ
ー
ス
の
法
則
」
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、
内
部
化
の
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
場
合
は
、
ヒ
ト
、
モ
ノ
、
カ
ネ
、

情
報
と
い
っ
た
様
々
な
経
営
資
源
を
企
業
内
に
囲
い
込
む
の
が
得
策
で
あ
り
、
企
業
の
巨
大
化
だ
け
で
な
く
多
角
化

を
促
す
原
動
力
に
も
な
る
。
そ
の
メ
リ
ッ
ト
が
「
範
囲
の
経
済
性
(
E
c
o
n
o
m
i
e
s
o
f
 S
c
o
p
e
)
」
で
あ
る
。

こ
の
経
済
性
は
、
同
じ
組
織
の
内
部
に
あ
る
様
々
な
経
営
資
源
を
複
数
の
生
産
活
動
に
応
用
す
る
方
が
、

3
 ＿
社
外
の
活
力
を
活
か
す
連
携
の
経
済
性

の
時
代
に
は
、
社
内
に
様
々
な
経
営
資
源
を
擁
す
る
大
企
業
で
は
な
く
、
多
様
な
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
の
連
携
が

勝
る
の
か
、
と
い
う
議
論
に
つ
な
が
る
。
こ
の
議
論
を
進
め
て
い
く
に
は
、
範
囲
の
経
済
性
と
連
携
の
経
済
性
と
い

う
対
に
な
る
概
念
を
用
い
て
、
「
リ
ソ
ー
ス
・
メ
リ
ッ
ト
」
の
観
点
か
ら
経
営
資
源
の
活
用
形
態
を
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
ら
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2
＿
多
角
化
の
論
拠
と
な
っ
た
範
囲
の
経
済
性

同
一
組
織
の
内
部
資
源
を
共
通
利
用
す
る
こ
と
か
ら
得
ら
れ
る
費
用
節
減
効
果
は
、
企
業
の
多
角
化
を
押
し
進
め

る
際
の
有
力
な
経
済
的
根
拠
と
い
え
る
。
範
囲
の
経
済
性
は
、

1
9
7
5年
に
出
さ
れ
た
ベ
ル
研
究
所
の
経
済
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
ペ
ー
バ
ー
で
使
わ
れ
始
め
た
と
さ
れ
る
が

(Panzar
a
n
d
 Willing [
1

9

8

1

]

)

、
こ
こ
で
は
青
木
・
伊
丹

(
1
9
8
5
)
が
提
示
し
た
次
の
よ
う
な
簡
潔
な

2
部
門
モ
デ
ル
で
定
式
化
し
よ
う
。

ま
ず
、
第

1
部
門
と
第
2
部
門
の
生
産
を
専
業
と
す
る

2
つ
の
独
立
し
た
企
業
の
「
費
用
関
数
」
を
そ
れ
ぞ
れ
、

C
 (x" 0
)

、
C
(
0
ふ
）
と
す
れ
ば
、
社
会
的
な
総
費
用
は
次
の

(
1
)
式
で
表
せ
る
。

C
 (x" 0
)
 
＋
 C
 (0
,
 
x2)
…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

（

1
)
 

一
方
、
こ
れ
ら
を
独
立
し
た

2
つ
の
企
業
で
は
な
く
、

1
つ
の
企
業
に
統
合
し
て
生
産
し
た
場
合
の
総
費
用
は

(
2
)
式
の
よ
う
に
表
せ
る
。

C
 (x
,
,
 
ぷ）

(
2
)
 

を
別
々
の
企
業
で
生
産
す
る
よ
り
も
費
用
が
節
約
で
き
て
効
率
的
に
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
例
え
ば
、
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
・
ス
ト
ア
は
、
単
に
モ
ノ
を
販
売
す
る
小
売
店
舗
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
宅
配
便
の
受
け
渡
し
や
、
小
口
資

金
の
振
込
み
、

A
T
M
で
の
現
金
の
引
き
出
し
、
コ
ピ
ー
や

F
A
X
な
ど
、
様
々
な
対
個
人
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

場
と
し
て
経
営
資
源
を
効
率
的
に
活
か
し
収
益
を
あ
げ
て
い
る
。

I 184 

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



こ
こ
で
、
範
囲
の
経
済
性
が
生
ま
れ
る
の
は
、
次
の

(3)
式
の
関
係
が
成
立
す
る
場
合
で
あ
る
。

C
 (x
1
,
 
0
)
 
＋
 C
 (0
,
 X
2
)
 

v
 C
 (x
i
,
 

ぷ
）
…
…
…
…
…
（
3
）

こ
の

(3)
式
か
ら
わ
か
る
と
お
り
、
範
囲
の
経
済
性
で
は
、
組
織
を
統
合
し
て
同
一
企
業
の
共
通
資
源
と
し
て

利
用
し
た
方
が
低
コ
ス
ト
な
の
か
、
そ
れ
と
も
別
々
の
組
織
に
分
割
さ
れ
た
複
数
資
源
と
し
て
利
用
し
た
方
が
効
率

的
な
の
か
、
と
い
う
点
が
ボ
イ
ン
ト
と
な
る
。
も
し
、
範
囲
の
経
済
性
が
発
揮
で
き
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、

1
つ

の
企
業
内
に
複
数
の
部
門
で
利
用
可
能
な
共
通
資
源
が
存
在
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
一
般
に
、
複
数
部
門
で
利
用

可
能
な
共
通
資
源
が
同
一
組
織
内
に
発
生
す
る
の
は
、
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
、
研
究
開
発
と
い
っ
た
知
識
・
情
報
資
源

に
公
共
財
的
性
質
が
あ
る
こ
と
や
、
大
型
の
資
本
設
備
と
い
っ
た
経
営
資
源
の
不
可
分
性
に
よ
る
た
め
で
、
企
業
の

規
模
が
大
き
い
ほ
ど
こ
う
し
た
共
通
資
源
の
発
生
量
が
大
き
く
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

1
9
8
0
年
代
の
日
本
企
業

は
、
積
極
的
に
多
角
化
を
進
め
て
い
た
が
、
青
木
・
伊
丹

(
1
9
8
5
)
で
は
、
「
多
角
化
の
経
済
的
根
拠
の
中
で
最
も

現
実
的
重
要
性
が
大
き
い
の
は
、
範
囲
の
経
済
性
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

3
＿
社
内
よ
り
社
外
を
活
か
す
連
携
の
経
済
性

範
囲
の
経
済
性
の
対
極
と
な
る
概
念
が
「
連
携
の
経
済
性
(
E
c
o
n
o
m
i
e
s
o
f
 Alliance)
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

1
9
8
0

年
代
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の
進
展
に
伴
う
産
業
組
織
の
変
貌
を
考
察
し
た
宮
澤
(
1
9
8
6
)
が
唱
え
た
「
連
結
の
経

済
性
」
を
再
構
成
し
た
概
念
で
あ
る
。
範
囲
の
経
済
性
が
同
一
組
織
内
部
の
経
営
資
源
を
複
数
分
野
で
活
用
す
る
こ
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と
の
メ
リ
ッ
ト
に
着
目
す
る
の
に
対
し
て
、
連
携
の
経
済
性
は
、
複
数
の
組
織
に
分
か
れ
た
主
体
が
提
携
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
各
組
織
の
外
部
に
広
が
る
経
営
資
源
を
共
有
す
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
に
着
目
す
る
。
ま
た
、
範
囲
の
経
済

性
が
費
用
最
小
化
と
い
う
イ
ン
プ
ッ
ト
（
投
入
）
の
領
域
を
と
ら
え
て
い
る
の
に
対
し
て
、
連
携
の
経
済
性
は
、
複
数

企
業
に
よ
る
外
部
資
源
の
相
互
利
用
で
相
乗
効
果
が
生
ま
れ
る
と
い
う
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
（
産
出
）
面
の
付
加
価
値
増
大

を
と
ら
え
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
違
い
を
踏
ま
え
て
、
連
携
の
経
済
性
を
定
式
化
す
る
と
、
ま
ず
、
第
1
部
門
と
第
2
部
門
の
生
産
を
専

業
と
す
る
独
立
し
た

2
つ
の
企
業
の
「
生
産
関
数
」
を
そ
れ
ぞ
れ
、
f
(
X
P
O
)

、
f
(
O
,

ぷ
）
と
す
れ
ば
、
社
会
全
体
の

産
出
物
総
量
は
、
次
の

(4)
式
で
表
せ
る
。

f
(
x
1
,
 0
)
 ＋
f
(
0
ふ
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
（

4
）

一
方
、
そ
れ
ら
の
部
門
を
別
々
の
企
業
で
は
な
く
、

1
つ
の
企
業
に
統
合
し
て
生
産
し
た
場
合
の
産
出
物
の
総
量

は
次
の

(5)
式
で
表
せ
る
。
．

]
百
i
,
x
z
)

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
（

5
)

こ
こ
で
、
連
携
の
経
済
性
が
生
ま
れ
る
の
は
、
次
の

(6)
式
の
関
係
が
成
立
す
る
場
合
で
あ
る
。

f
(
x
1
,
 0
)
 ＋
f
(
O
ら
）
>
 f(
x
i
,
 ぷ
）
…
…
…
…
…
…
…
（

6
）

こ
の
よ
う
に
、
外
部
資
源
、
複
数
組
織
、
相
乗
効
果
と
い
う
連
携
の
経
済
性
の

3
つ
の
特
徴
は
、
範
囲
の
経
済
性

を
特
徴
づ
け
る
内
部
資
源
、
同
一
組
織
、
費
用
節
約
と
対
称
的
な
関
係
に
あ
る
。
ス
ケ
ー
ル
・
メ
リ
ッ
ト
の
面
で

「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果
」
が
「
規
模
の
経
済
性
」
と
対
に
な
る
よ
う
に
、
リ
ソ
ー
ス
・
メ
リ
ッ
ト
の
面
で
は
、
「
連
携
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五6~4--J ネットワークの経済性とその対をなす概念

ネットワークの経済性 対をなす概念

規模の利益 ネットワーク効果 規模の経済性

・消費者サイド • 生産者サイド
・アウトプット市場 ・インプット市場

経営資源 連携の経済性 範囲の経済性

・外部資源 ・内部資源

・複数組織 • 同一組織
・相乗効果 ・費用節約

産業組織 競争的市場（ある条件下で） 独寡占市場（定義上）

・多数参加、新規参入 ・組織の巨大化

・互換性（代替取引） ・継続性（長期取引）
・モジュール構造 ・ 統合型（擦り合わせ）構造

資料：篠崎(2003)図9-1,p.169およびAdams,et al (2007), Table 8-1をもとに作成。

の
経
済
性
」
が
「
範
囲
の
経
済
性
」
と
対
に
な
る
の
で
あ
る
。

情
報
化
の
進
展
と
と
も
に
威
力
を
発
揮
し
て
い
る
「
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
経
済
性
」
と
は
、
こ
の
両
者
を
包
摂
し
た
概
念
で
あ
り
、

情
報
の
時
代
の
企
業
間
関
係
を
考
え
る
に
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効

果
と
連
携
の
経
済
性
の
両
面
か
ら
、
産
業
組
織
の
特
徴
を
重
層
的

に
と
ら
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

I
B
M
の
パ
ソ
コ
ン
市
場
参

入
に
お
け
る
オ
ー
プ
ン
戦
略
の
ジ
レ
ン
マ
を
読
み
解
く
カ
ギ
も
そ

こ
に
あ
る
。

4
＿
な
ぜ
オ
ー
プ
ン
戦
略
が
と
ら
れ
る
の
か

I
B
M
が

30年
前
の
パ
ソ
コ
ン
市
場
参
入
で
採
用
し
た
オ
ー
プ

ン
方
式
は
、
外
部
資
源
、
複
数
組
織
、
相
乗
効
果
と
い
う
「
連
携

の
経
済
性
」
の
三
拍
子
が
そ
ろ
っ
て
い
る
が
、
実
は
、

I
B
M
に

と
っ
て
必
ず
し
も
メ
リ
ッ
ト
だ
け
の
戦
略
で
は
な
か
っ
た
。
既
述

の
と
お
り
、
需
要
サ
イ
ド
で
生
ま
れ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果
の
場

合
、
生
産
サ
イ
ド
で
は
企
業
規
模
や
産
業
組
織
が
一
義
的
に
定
ま
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る
わ
け
で
は
な
い
。

「
互
換
性
」
が
確
保
さ
れ
れ
ば
、
消
費
者
に
は
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
の
だ
が
、
生
産
者
に
と
っ

て
は
、
互
換
性
の
な
い
囲
い
込
み
型
の
戦
略
が
有
効
な
場
合
も
充
分
あ
り
得
る
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果
を
論
じ
た

カ
ッ
ツ
と
シ
ャ
ピ
ロ
の
論
文
で
も
、
ブ
ラ
ン
ド
カ
や
大
き
な
シ
ェ
ア
を
も
た
な
い
弱
小
企
業
は
、
互
換
性
を
好
む
傾

向
が
あ
る
反
面
、
既
に
そ
れ
ら
を
擁
し
て
い
る
有
力
企
業
は
、
互
換
性
に
消
極
的
と
な
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ

の
意
味
で
は
、

I
B
M
の
オ
ー
プ
ン
戦
略
は
こ
れ
に
反
す
る
も
の
で
し
か
な
い
(
K
a
n
z
&
 Sh
a
p
i
r
o
 
[
1
9
8
5
]
)

。

実
際
、

I
B
M
は
パ
ソ
コ
ン
市
場
の
規
格
で
事
実
上
の
業
界
標
準
（
デ
フ

ァ
ク
ト
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
）
を
確
立
で
き
た

も
の
の
、
互
換
機
メ
ー
カ
ー
と
の
激
し
い
競
争
に
巻
き
込
ま
れ
、
た
ち
ま
ち
シ
ェ
ア
を
失
っ
た
。
し
か
も
、
パ
ソ
コ

ン
時
代
の
は
る
か
以
前
、
メ
イ
ン
フ
レ
ー
ム
（
大
型
汎
用
電
算
機
）
の
時
代
に
、
既
に
互
換
機
メ
ー
カ
ー
と
の
競
争
を
経

験
済
み
で
、
オ
ー
プ
ン
戦
略
を
採
用
す
れ
ば
、
同
じ
こ
と
が
再
現
さ
れ
る
と
充
分
予
測
で
き
た
は
ず
で
あ
る
。

な
ぜ
I
B
M
は
、
自
社
に
不
利
に
な
る
よ
う
な
標
準
化
と
互
換
性
の
仕
組
み
を
取
り
入
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
理

論
的
に
も
経
験
的
に
も
、
明
ら
か
に
不
利
益
が
予
想
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
え
て
オ
ー
プ
ン
方
式
が
選
択
さ

れ
た
の
は
、
逆
に
、
そ
う
し
た
不
利
益
を
上
回
る
利
益
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
そ
こ
に
、
ス

ケ
ー
ル
・
メ
リ
ッ
ト
か
ら
は
み
え
な
い
、
リ
ソ
ー
ス
・
メ
リ
ッ
ト
に
着
目
し
た
「
連
携
の
経
済
性
」
の
特
徴
が
潜
ん

で
い
る
。
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5
一
外
部
と
の
連
携
で
発
揮
さ
れ
る
ス
ピ
ー
ド
と
革
新
性
の
相
乗
効
果

そ
の
当
時
メ
イ
ン
フ
レ
ー
ム
事
業
が
主
力
の

I
B
M
は
、
パ
ソ
コ
ン
市
場
へ
の
参
入
は
後
手
に
回
っ
た
た
め

2
つ

の
制
約
に
直
面
し
て
い
た
。
時
間
制
約
と
内
部
資
源
の
制
約
で
あ
る
。
パ
ソ
コ
ン
市
場
へ
の
参
入
は

1
9
8
0
年

8

月
に
決
定
さ
れ
た
が
、
急
成
長
す
る
市
場
の
競
争
環
境
で
参
入
決
定
か
ら
製
品
開
発
、
生
産
、
発
売
ま
で
の
期
間
が

わ
ず
か

1
年
に
限
ら
れ
て
い
た
（
時
間
制
約
）
。
と
こ
ろ
が
、
経
営
資
源
が
充
実
し
て
い
た
メ
イ
ン
フ
レ
ー
ム
事
業
と

は
異
な
り
、
バ
ソ
コ
ン
事
業
に
つ
い
て
は
充
分
な
技
術
力
、
開
発
力
、
生
産
力
が
自
社
内
に
蓄
積
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
（
内
部
資
源
の
制
約
）
。

こ
う
し
た

2
つ
の
制
約
の
下
で
、
通
常
は
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
を
内
製
し
て
い
た
伝
統
に
こ
だ

わ
ら
ず
、

C
P
u
（
中
央
演
算
装
置
）
や

O
S
（
基
本
ソ
フ
ト
）
、
フ
ロ
ッ
ピ
ィ
・
デ
ィ
ス
ク
・
ド
ラ
イ
ブ
な
ど
枢
要
な
構

成
品
に
つ
い
て
ま
で
も
、
外
注
品
や
既
製
品
を
採
用
す
る
と
い
う
オ
ー
プ
ン
戦
略
が
採
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の

メ
リ
ッ
ト
は
、
第

1
に
、
時
間
の
節
約
（
ス
ピ
ー
ド
）
、
第
2
に
、
社
外
に
広
が
る
革
新
の
取
り
込
み
で
あ
っ
た
。
複

数
組
織
の
連
携
に
よ
る
外
部
賓
源
（
技
術
力
、
開
発
力
、
生
産
力
）
の
利
用
は
、

I
B
M
の
擁
す
る
経
営
資
源
（
ブ
ラ
ン
ド

カ
、
資
金
力
、
販
売
力
）
と
結
び
つ
い
て
、
新
製
品
の
開
発
、
生
産
、
販
売
に
お
い
て
ス
ピ
ー
ド
と
革
新
性
の
両
面
で

相
乗
効
果
を
発
揮
し
た
。
こ
の
点
で
は
、
見
事
に
連
携
の
経
済
性
が
発
揮
さ
れ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

た
だ
し
、
オ
ー
プ
ン
戦
略
に
は
激
し
い
競
争
に
さ
ら
さ
れ
る
と
い
う
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、

I
B
M

も
互
換
機
メ
ー
カ
ー
の
参
入
が
容
易
に
な
る
と
は
予
想
し
て
い
た
が
、
そ
れ
で
も
競
争
上
の
優
位
性
は
保
て
る
と
考
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え
て
い
た
。
な
ぜ
な
ら
、

C
P
u
と
周
辺
機
器
と
の
間
の
デ
ー
タ
を
制
御
す
る

B
I
O
S
（
基
本
入
出
力
）
を
著
作
権

で
保
護
し
、
違
法
な
コ
ピ
ー
か
ら
守
る
こ
と
で
性
能
面
の
優
位
性
を
維
持
で
き
る
と
考
え
、
さ
ら
に
ブ
ラ
ン
ド
カ
と

販
売
力
の
あ
る

I
B
M
の
製
品
は
量
産
効
果
で
製
造
コ
ス
ト
的
に
も
充
分
有
利
な
立
場
に
立
て
る
と
考
え
た
か
ら
で

あ
る
。
だ
が
、
結
果
的
に
こ
の
見
通
し
は
甘
か
っ
た
。

6
一
競
争
的
な
産
業
粗
織
の
条
件
は
代
替
取
引
を
可
能
に
す
る
ス
イ
ッ
チ
構
造

B
I
O
S保
護
の
戦
略
は
、
ラ
イ
バ
ル
企
業
が
採
用
し
た
保
険
に
よ
る
訴
訟
リ
ス
ク
回
避
方
法
や
ク
リ
ー
ン
ル
ー

ム
方
式
と
呼
ば
れ
る
新
規
参
入
ル
ー
ル
の
成
立
で
頓
挫
し
た
。
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
方
式
と
は
、

I
B
M
機
の
リ
バ
ー

ス
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
に
携
わ
っ
た
技
術
者
と
は
全
く
別
の
技
術
者
が
、
内
部
構
造
に
関
す
る
リ
バ
ー
ス
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
の
情
報
は
一
切
使
用
せ
ず
に
、
解
析
の
結
果
判
明
し
た

B
I
O
S
機
能
に
関
す
る
情
報
の
み
を
使
っ
て
同

一
機
能
を
も
つ
全
く
別
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
す
る
と
い
う
方
式
の
こ
と
で
あ
る
。

製
造
コ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
互
換
機
メ
ー
カ
ー
も

I
B
M
と
同
じ
外
製
業
者
に
発
注
で
き
た
ば
か
り
か
、
条
件
に

よ
っ
て
は
、
よ
り
安
い
価
格
で
生
産
委
託
で
き
た
た
め
、

I
B
M
の
目
論
見
は
外
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
経
過
は
、

競
争
的
産
業
組
織
の
形
成
と
い
う
点
で
、
連
携
の
経
済
性
が
範
囲
の
経
済
性
と
決
定
的
に
異
な
る
条
件
、
す
な
わ
ち
、

「
代
替
取
引
」
(alternative)
が
可
能
な
企
業
間
の
切
り
替
え
（
ス
イ
ッ
チ
）
構
造
の
重
要
性
を
示
し
て
い
る
。

も
し
、

I
B
M
と
外
部
企
業
と
の
関
係
が
親
会
社
と

1
0
0
％
子
会
社
の
よ
う
に
固
定
さ
れ
た
閉
鎖
型
の
取
引
関
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旧…旦;l2つの経済性とスイッチ構造
Economies of Scope 

自社ですぺて内製

Economies of Alliance 

同一組織の内部資源
を複数の事業に活用

「多角化」「総合力」「安定」

「反復機能の固定的内部取引」

スイッチ構造

,/' 
極
： ＼ 

d-＜団恒ご口→(1;ompavs. '-_l,/' 
d 

複数組織の外部資源
を1つの事業に活用

「多様化」「新結合」「スピード」

「切替可能な代替取引」

係
で
あ
れ
ば
、
形
式
的
に
は
複
数
組
織
の
連
携
に
み
え
て
も
、
こ
れ

ら
の
企
業
は

I
B
M
の
ラ
イ
バ

ル
企
業
と
は
取
引
で
き
な
い
た
め
、

実
態
的
に
は

I
B
Mグ
ル
ー
プ
内
の
範
囲
の
経
済
性
と
変
わ
ら
な
い
。

日
本
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
産
業
で

1
9
8
0年
代
に
み
ら
れ
た
企
業
グ

ル
ー
プ
の
関
係
は
こ
う
し
た
も
の
で
あ

っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
米
国
の
場
合
は
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
も
イ
ン
テ
ル
も
、

コ
ン
パ
ッ

ク
や
デ
ル
な
ど

I
B
M
以
外
の
パ
ソ
コ
ン

・
メ
ー
カ
ー
と

連
携
し
て

o
sゃ
C
P
u
の
開
発

・
生
産
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
の
た
め
、
メ
イ
ン
フ
レ
ー
ム
部
門
と
の
競
合

（カ
ニ
バ
リ
ズ
ム

）
を

懸
念
す
る

I
B
M
の
方
針
と
は

一
線
を
画
し
て
、
独
自
の
成
長
戦
略

を
展
開
す
る
と
い
う
選
択
肢
を
も

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

嘉
村

(1
9
9
3
)
に
よ
る
と
、

I
B
M
が

O
S
/
2
の
開
発
に
向

け
て
独
自
色
を
強
め
る
と
、
イ
ン
テ
ル
や
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
は
、

当

時

I
B
M
と
ラ
イ
バ

ル
関
係
に
あ

っ
た
互
換
機
メ
ー
カ
ー
の
コ
ン

バ

ッ
ク
と
の
間
で
次
世
代
モ
デ
ル
の
開
発
を
進
め
、

一
方

I
B
M

は
、
こ
れ
に
対
抗
し
て
ア

ッ
プ

ル
と
の
連
携
を
模
索
す
る
な
ど
、
常

に
異
な
る
企
業
と
の

「
代
替
取
引
」
に
扉
が
開
か
れ
て
い
た
と
い
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う。

I
B
M
と
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
、
イ
ン
テ
ル
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
性
を
活
か
し
て
相
互
に
密
接
な
関
係
を
築
い

た
が
、
閉
鎖
的
、
固
定
的
な
取
引
関
係
を
形
成
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
経
営
上
の
意
思
決
定
も
独
立
し
て
行
わ
れ
て

い
た
。
つ
ま
り
、

1
0
0
％
子
会
社
の
よ
う
な
形
式
的
な
も
の
と
は
異
な
り
、
企
業
間
の
連
携
に
代
替
取
引
を
可
能

に
す
る
ス
イ
ッ
チ
構
造
が
備
わ
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
例
か
ら
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
経
済
性
と
い
う
領
域
で
多
数

参
加
に
よ
る
競
争
的
産
業
組
織
が
形
成
さ
れ
る
た
め
に
は
、
「
互
換
性
」
に
加
え
て
「
ス
イ
ッ
チ
構
造
」
が
も
う

1

つ
の
重
要
な
条
件
と
な
る
こ
と
が
よ
く
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
（
図
表
6
ー

1
参
照
）
。

7
＿
学
ぶ
べ
き
は
潮
流
変
化
へ
の
柔
軟
な
対
応
力

と
こ
ろ
で
、
パ
ソ
コ
ン
市
場
で
の
オ
ー
プ
ン
戦
略
に
失
敗
し
た

I
B
M
は
、
そ
の
ま
ま
衰
退
し
て
い
っ
た
で
あ
ろ

う
か
？

実
は
、
全
く
逆
で
あ
り
、
同
社
は
世
界
の

I
T
市
場
で
今
も
有
力
企
業
と
し
て
輝
い
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、

よ
り
広
い
文
脈
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
経
済
性
を
活
か
し
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。

I
B
M
は、

2
0
0
 5年
に
中
国
企
業
の
レ
ノ
ボ
に
パ
ソ
コ
ン
事
業
部
門
を
売
却
す
る
な
ど
、
確
か
に
、
ハ
ー
ド

ウ
ェ
ア
の
量
産
と
い
う
面
で
は
か
つ
て
の
よ
う
な
存
在
感
が
な
く
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
同
社
は

1
9
9
0年
代

後
半
か
ら
、
シ
ス
テ
ム
開
発
な
ど
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
・
ビ
ジ
ネ
ス
に
経
営
資
源
を
傾
注
し
、
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
か
ら

ソ
フ
ト
化
、
サ
ー
ビ
ス
化
が
進
む

I
T
市
場
の
大
き
な
潮
流
変
化
に
乗
っ
た
巧
み
な
経
営
を
続
け
、
現
在
も
高
い
収

益
力
を
誇
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
製
造
に
つ
い
て
は
他
社
に
委
ね
て
、
機
器
を
利
用
す
る
ユ
ー
ザ
ー
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I
T
を
駆
使
し
た
「
外
部
と
の
連
携
」
が
ど
ん
な
威
力
を
発
揮
し
て
い
る
の
か
、
そ
の
実
像
に
追
っ
た
の
が
大
学

と
ビ
ジ
ネ
ス
界
で
活
動
す
る

2
人
の
著
者
が
ま
と
め
た
『
ウ
ィ
キ
ノ
ミ
ク
ス
』
で
あ
る
(Tapscott
&
 Williams [
2
0
0
6
]
)

。

同
書
は
、
総
額
約
1
0
億
円
を
費
や
し
た
大
規
模
調
査
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
ま
と
め
た
も
の
で
、
何
で
も
社
内
で
抱
え
込

む
「
自
前
主
義
」
と
決
別
し
、

I
T
を
駆
使
し
て
社
外
の
能
力
と
協
働
す
る
こ
と
の
意
義
や
効
果
が
論
じ
ら
れ
て
い

る
。
ウ
ィ
キ
と
呼
ば
れ
る
ツ
ー
ル
を
利
用
し
た
協
働
型
ネ
ッ
ト
百
科
事
典
の
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
に
つ
い
て
は
、
も
は

や
説
明
を
要
さ
な
い
だ
ろ
う
。
ウ
ィ
キ
ノ
ミ
ク
ス
と
は
、
こ
う
し
た
新
技
術
を
駆
使
し
て
生
ま
れ
て
い
る
オ
ー
プ
ン

4
 

ー
＿
外
部
の
新
風
で
企
業
を
再
生
す
る

一
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
組
織
構
造
と
は

が
急
拡
大
す
る
と
い
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果
の
恩
恵
を
受
け
な
が
ら
、
自
ら
は
得
意
と
す
る

R
&
D
や
シ
ス
テ
ム
開

発
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
分
野
で
収
益
を
上
げ
る
と
い
う
「
連
携
の
経
済
性
」
を
見
事
に
発
揮
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

前
章
で
解
説
し
た
よ
う
に
、
変
化
の
激
し
い
時
代
に
は
、
自
社
を
取
り
巻
く
環
境
変
化
を
機
敏
に
か
ぎ
取
っ
て
、

自
ら
の
経
営
資
源
を
柔
軟
に
組
み
替
え
、
変
革
し
続
け
る
企
業
こ
そ
が
生
き
残
り
繁
栄
す
る
。
ま
さ
に
過
去

30
年
間

の
I
B
M
の
歩
み
は
そ
れ
を
実
践
す
る
こ
と
の
重
要
さ
を
伝
え
て
い
る
。
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I
T
時
代
の
企
業
（
内
部
組
織
）
と
市
場
（
産
業
組

な
経
済
を
表
現
す
る
著
者
ら
の
造
語
(11
ウ
ィ
キ
＋
エ
コ
ノ
ミ
ク
ス
）
で
、

織
）
の
一
断
面
が
豊
富
な
実
例
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
内
容
が
刺
激
的
な
の
は
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
の
リ
ナ
ッ
ク
ス
な
ど
、
ネ
ッ
ト
関
連
だ
け
で
は
な
く
、
一
見

す
る
と

I
T
に
は
無
縁
と
思
え
る
従
来
型
企
業
も
調
壺
対
象
と
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
同
書
に
は
、
社
外
に
広
が

る
豊
か
で
多
様
な
経
営
資
源
と
の
連
携
に
よ
っ
て
、
自
前
主
義
が
陥
り
が
ち
な
経
営
資
源
の
限
界
を
乗
り
越
え
、
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
わ
き
起
こ
っ
て
い
る
様
子
が
鮮
明
に
描
か
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、
新
鉱
脈
を
発
見
で
き
ず
に
経
営
難
に
陥
っ
て
い
た
カ
ナ
ダ
の
鉱
山
会
社
は
、
常
識
を
覆
し
て
企
業
秘
密

扱
い
の
地
質
テ
ー
タ
を
す
べ
て
社
外
に
公
開
し
た
。
す
る
と
、
地
質
学
者
な
ど
い
つ
も
の
顔
ぶ
れ
だ
け
で
な
く
、
通

常
は
な
じ
み
の
な
い
数
学
者
、
学
生
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
世
界
中
の
英
知
が
結
集
し
、
社
内
で
は
考
え
つ
か
な

か
っ
た
多
く
の
新
提
案
に
よ
っ
て
、
金
の
新
鉱
脈
を
掘
り
当
て
一
流
企
業
に
変
身
し
た
と
い
う
。
他
に
も
、
紙
オ
ム

ツ
用
の
吸
収
剤
が
大
陸
間
海
底
ケ
ー
ブ
ル
に
利
用
さ
れ
た
話
な
ど
、
外
部
資
源
と
の
新
結
合
に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
実
例
が
随
所
に
盛
ら
れ
て
い
る
。

変
化
の
激
し
い
時
代
に
は
、
何
が
成
功
モ
デ
ル
か
は
断
定
で
き
な
い
し
、
事
例
の
一
部
は
、
自
動
車
な
ど
日
本
の

製
造
業
が
得
意
と
す
る
デ
ザ
イ
ン
・
イ
ン
の
概
念
と
重
な
る
も
の
も
あ
る
。
た
だ
、

I
T
時
代
に
は
社
外
と
の
連
携

が
分
野
的
に
も
、
工
程
的
に
も
、
地
理
的
に
も
一
段
と
拡
大
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
様
々
な
事
例

調
査
を
踏
ま
え
て
、
著
者
ら
は
、
必
要
な
人
材
を
す
べ
て
囲
い
込
ん
で
教
育
し
、
社
内
に
留
め
て
士
気
を
維
持
し
続

け
る
の
は
も
は
や
時
代
遅
れ
で
は
な
い
か
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
応
用
で
、
日
本
の
団
塊
世
代
の
定
年
問
題
や
女
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性
子
育
て
冊
代
の
一
雇
用
問
題
を
考
え
る
と
、
こ
れ
ま
で
大
企
業
の
内
部
組
織
に
囲
い
込
ま
れ
て
い
た
優
秀
な
人
的
資

源
が
栢
桔
を
解
か
れ
、
独
立
自
営
の
企
業
家
と
し
て
自
在
に
活
躍
で
き
る
技
術
的
環
境
が
生
ま
れ
て
い
る
と
み
る
こ

と
も
で
き
る
。

長
所
と
短
所
は
コ
イ
ン
の
裏
表

2
＿
連
携
か
範
囲
か
、

も
ち
ろ
ん
、
連
携
の
経
済
性
と
範
囲
の
経
済
性
は
、
ど
ち
ら
か
一
方
が
普
遍
的
に
優
れ
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
は

な
い
。
長
所
と
短
所
は
コ
イ
ン
の
裏
表
の
よ
う
な
も
の
で
、
こ
の
点
は
充
分
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
分
業
か

統
合
か
、
市
場
か
企
業
か
、
巨
大
化
か
小
規
模
化
か
な
ど
、
本
書
で
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
対
に
な
る
概
念

を
正
確
に
と
ら
え
て
、
な
ぜ
あ
る
場
面
で
は
一
方
が
優
れ
て
い
る
の
に
別
の
場
面
で
は
そ
の
関
係
が
逆
転
す
る
の
か
、

そ
の
基
本
原
理
を
理
解
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

組
織
構
造
の
面
か
ら
、
範
囲
の
経
済
性
と
連
携
の
経
済
性
の
特
徴
を
対
比
す
る
と
、
前
者
の
威
力
は
、
同
一
組
織

内
の
複
数
の
資
源
を
活
用
す
る
こ
と
で
発
揮
さ
れ
る
た
め
、
多
く
の
総
合
企
業
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
企
業
規
模

は
概
し
て
大
き
く
な
り
が
ち
で
あ
る
。
こ
う
し
た
組
織
で
は
、
事
業
分
野
が
多
岐
に
わ
た
り
、
企
業
規
模
も
拡
大
す

る
一
方
で
、
同
じ
組
織
と
し
て
の
統
一
性
を
保
つ
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
階
層
構
造
を
も
っ
た
集
権

的
な
仕
組
み
で
合
意
形
成
に
向
け
た
部
門
間
の
調
整
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
い
わ
ゆ
る
合
議
制
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
優
勝
劣
敗
と
い
う
よ
う
な
、
結
果
が
す
べ
て
の
市
場
型
調
整
に
対
比
し
て
、
事
前
の
根
回
し
な
ど
予
定
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直6-6l組織構造と経済性（範囲と連携の経済性）
範囲の経済性 連携の経済性

組織形態 同一組織 複数の組織

資 源 内部の経済資源 外部の経済資源

構 造 階層構造 自律的構造

権 限 集権的 分権的

意思決定 合議制 主体的判断

調 整 事擦前り合調整わせ・型予定の調イ和ン型テグ(Vラoicルe構)造 事組後み合調整わせ・型市場の機モ構ジ型ュー(Eルxit構)造

取 弓I閉鎖的、特殊性、反復継続 開放的、標準化、随時切替

メリット 全市改内体場部善扶のの・伝総助不合機確承能力実性に（費回よ用避る節安・・約・定） (Ex;tなし） 個迅広新速い結々選合のな択専意・肢思革門性決新（代定（替相取乗弓効I)果・・）・ (Ex,t可能）

デメリット 専意狭既思門い存選性決の択定仕や肢特組の化（時み固の問へ定欠のロ取如固ス引執）・・・(Vo↓ ceだけ） 総市知内合部場識力扶やの助不のノ機確欠ウ如能実ハ性のウ欠・の・・伝如(承Ex不,tリ足スク）

資料：篠崎(2003)図9-1をもとに作成。

調
和
型
の
対
応
を
重
視
し
た
仕
組
み
と
い
え
る
だ
ろ

う
。
閉
じ
た
領
域
で
の
反
復
継
続
に
よ
る
内
部
取

引
が
盛
ん
に
な
る
た
め
、
社
内
語
と
い
わ
れ
る
独
特

の
言
葉
使
い
や
特
殊
な
慣
習
が
生
ま
れ
や
す
く
な
る

の
も

1
つ
の
特
徴
と
い
え
る
。
範
囲
の
経
済
性
の
メ

リ
ッ
ト
は
、
少
な
い
費
用
で
複
数
の
製
品
や
サ
ー
ビ

ス
を
生
産
で
き
る
点
に
あ
り
、
外
部
の
取
引
相
手
に

対
し
て
は
「
総
合
力
」
で
勝
負
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
も
、
景
気
や
市
況
の
動
向
な
ど
外
部
環
境
の
変

化
で
、
あ
る
部
門
が
不
振
に
な
っ
た
場
合
に
、
好

調
な
別
の
部
門
の
利
益
で
内
部
扶
助
を
行
い
、
全
体

と
し
て
安
定
し
た
経
営
の
継
続
が
可
能
と
な
る
。
激

し
い
市
場
の
変
動
を
組
織
全
体
で
吸
収
し
不
確
実
性

を
回
避
す
る
安
定
的
な
構
造
と
い
え
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

企
業
内
に
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
が
蓄
積
・
伝
承
さ
れ
や

す
く
、
改
良
や
改
善
を
積
み
重
ね
て
い
く
ラ
ー
ニ
ン

グ
・
バ
イ
・
ド
ゥ
ー
イ
ン
グ
型
の
技
術
開
発
で
優
位
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［図表s-1I技術開発の2類型
ラーニング・バイ・Dドoゥinーg)イング イ(ノInベnoーvatシionョ)ン(Leaning by 

要 因 反復継続 新結合

赤冬 化 連続的 非連続的

成 果 改善・改良 創造的破壊

現 象 ファイン・チューニング サプライズ

企業発展 多角化 ベンチャー

取引特性 固定取引 代替取引

システム インテグラル（統合） モジュール（連携）

環 境 安定 不確実

経済性 範囲の経済性 連携の経済性

資料：篠崎 (2003)図10-4をもとに作成。

こ
れ
ら
の
特
徴
は
短
所
に
変
わ
る
こ
と
が
あ
る
。
社
内
調
整

の
た
め
の
時
間
ロ
ス
は
そ
の
典
型
で
あ
ろ
う
。
合
議
制
の
下
で

は
、
最
終
意
思
決
定
者
で
は
な
い
中
間
段
階
で
の
合
意
が
重
視
さ

れ
、
複
数
の
関
係
者
が
相
互
に
依
存
し
合
っ
て
物
事
を
決
め
て
い

く
た
め
、

責
任
と
権
限
の
関
係
が
不
明
瞭
に
な
り
、

専
門
性
や
効

率
性
を
高
め
る
努
力
が
低
下
す
る
傾
向
も
生
ま
れ
や
す
い
。
こ
れ

ら
の
短
所
は
、
部
門
間
で
意
見
の
相
違
が
あ
っ
た
り
利
害
が
相
反

し
た
り
す
る
場
面
で
よ
り
先
鋭
化
す
る
。
社
内
の
意
見
調
整
と
合

意
形
成
に
貴
重
な
労
力
と
時
間
が
割
か
れ
て
い
る
間
に
、
ラ
イ
バ

ル
企
業
に
市
場
を
奪
い
と
ら
れ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
メ
イ
ン

フ
レ
ー
ム
か
ら
パ
ソ
コ
ン
ヘ
の
転
換
で
み
ら
れ
た

1
9
8
0
年
代

半
ば
の

I
B
M
や
1
9
9
0
年
代
以
降
の
日
本
の
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ

ク
ス
企
業
の
苦
い
経
験
で
も
あ
る
。

3
＿匂
it

で
き
な
い
不
自
由
さ
が
機
会
を
奪
う

性
を
発
揮
し
や
す
い
。
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バ
ソ
コ
ン
部
門
が
メ
イ
ン
フ
レ
ー
ム
部
門
と
の
調
整
を
抜
き
に
、
銀
行
か
ら
の
資
金
調
達
や
販
売
店
と
の
営
業
活

動
を
進
め
ら
れ
れ
ば
よ
い
の
だ
が
、
範
囲
の
経
済
性
を
発
揮
す
る
総
合
企
業
で
は
、
意
見
の
溝
が
埋
ま
ら
な
い
場
合

も
勝
手
に
行
動
を
開
始
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
財
務
部
門
や
営
業
部
門
と
の
や
り
取
り
は
、
ス
イ
ッ
チ
構
造

(11
代
替
取
引
）
が
な
い
社
内
取
引
(11
固
定
取
引
）
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
ハ
ー
シ
ュ
マ
ン

(
1
9
7
0
)
の
Exit-Voice
と

い
う
枠
組
み
で
と
ら
え
る
と
わ
か
り
や
す
い
。
状
況
を
変
え
る
た
め
に
は
、
声
(Voice)
を
出
し
て
社
内
交
渉
を
続
け

る
し
か
な
く
、
交
渉
を
や
め
て
別
の
相
手
を
探
す
と
い
う
退
出
(Exit)
行
動
が
選
択
で
き
な
い
。

当
時
の

I
B
M
の
メ
イ
ン
フ
レ
ー
ム
部
門
の
よ
う
に
、
既
に
実
績
あ
る
有
力
部
門
の
声
は
、
社
内
の
い
た
る
と

こ
ろ
で
大
き
い
の
に
対
し
て
、
パ
ソ
コ
ン
部
門
の
よ
う
に
新
し
く
芽
生
え
た
ば
か
り
の
部
門
の
声
は
弱
く
、
特
に

既
存
の
有
力
部
門
の
人
脈
が
幅
を
利
か
せ
る
意
思
決
定
の
上
層
部
に
は
届
き
に
く
い
。
し
た
が
っ
て
、

Exit
戦
略

が
と
れ
ず
V
o
i
c
e
を
出
す
し
か
な
い
と
い
う
制
約
の
下
で
は
、
特
定
の
取
引
相
手
（
社
内
に
お
け
る
特
定
の
部
署
や
人
物
）

が
関
所
の
よ
う
に
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
身
動
き
が
取
れ
な
く
な
り
が
ち
で
あ
る
。
形
式
的
に
複
数
企
業
で
あ
っ
て
も
、

1
0
0
％
子
会
社
な
ど
の
グ
ル
ー
プ
企
業
は
、
同
様
の
不
都
合
が
起
き
や
す
い
の
で
注
意
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

の
可
能
性

4
-
「
選
択
の
自
由
」
に
よ
る
「
新
結
合
」

そ
れ
で
は
、
複
数
の
外
部
企
業
同
士
が
つ
な
が
っ
て
い
る
連
携
の
経
済
性
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
個
々
の
企
業
は
、

そ
れ
ぞ
れ
得
意
分
野
に
特
化
し
た
専
門
企
業
で
あ
る
た
め
、
規
模
の
大
小
に
か
か
わ
ら
ず
総
合
型
企
業
に
比
べ
る
と
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内
部
構
造
の
複
雑
さ
は
軽
減
さ
れ
る
。
ま
た
、
相
互
に
連
携
し
て
い
る
と
は
い
え
、
一
っ
ひ
と
つ
の
企
業
は
独
自
に

主
体
的
な
意
思
決
定
が
で
き
る
た
め
、
自
律
的
、
分
権
的
な
関
係
と
い
え
る
。
こ
れ
は
、
予
定
調
和
型
の
組
織
原
理

と
は
違
っ
た
市
場
原
理
の
関
係
と
い
え
る
。
魅
力
の
な
い
企
業
は
結
果
的
に
洵
汰
さ
れ
て
良
い
も
の
だ
け
が
残
る
と

い
う
意
味
で
、
総
合
型
企
業
の
内
部
と
は
全
く
対
照
的
な
調
整
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
働
く
。

さ
ら
に
、
複
数
企
業
の
連
携
と
い
う
特
徴
か
ら
、
外
部
取
引
が
盛
ん
に
な
り
、
多
く
の
選
択
が
可
能
な
よ
う
に
開

放
的
で
標
準
化
さ
れ
た
仕
組
み
が
形
成
さ
れ
る
。
そ
こ
で
は
、
市
場
を
通
じ
た
社
会
的
分
業
に
よ
っ
て
個
々
の
企
業

の
専
門
性
が
う
ま
く
発
揮
で
き
る
と
い
う
特
徴
に
加
え
て
、
取
引
相
手
が
特
定
さ
れ
る
内
部
取
引
と
は
異
な
り
、
意

見
の
相
違
や
対
立
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
別
の
相
手
と
の
取
引
に
切
り
替
え
る
こ
と
も
容
易
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
合
意
の
形
成
に
行
き
詰
ま
っ
た
場
合
に
、
時
間
を
か
け
て
粘
り
強
く
説
得
す
る
Voiceだ
け
で
は
な
く
、

各
組
織
の
主
体
的
な
意
思
決
定
で
既
存
の
取
引
関
係
か
ら
E
x
i
t
し
、
新
た
な
取
引
を
迅
速
に
開
始
す
る
道
が
用
意
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
つ
ま
り
「
選
択
の
自
由
」
が
あ
る
。
こ
の
特
徴
を
う
ま
く
活
か
せ
ば
、
新
規
性
と
多

様
性
を
取
り
込
ん
だ
「
新
結
合
」
型
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
や
す
く
な
る
だ
ろ
う
。

も
っ
と
も
、
選
択
の
自
由
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
裏
を
返
す
と
、
相
手
が
E
x
i
t
を
選
択
す
る
自
由
も
あ
る
わ
け

で
、
取
引
相
手
か
ら
み
て
こ
ち
ら
側
に
魅
力
が
な
く
な
れ
ば
、
直
ち
に
取
引
関
係
を
失
う
リ
ス
ク
が
高
く
な
る
。
範

囲
の
経
済
性
の
よ
う
な
内
部
扶
助
や
総
合
力
に
よ
る
安
定
性
は
な
く
、
優
勝
劣
敗
と
い
わ
れ
る
厳
し
い
市
場
の
選
別

に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
景
気
や
市
況
の
動
き
に
左
右
さ
れ
て
、
頻
繁
な
合
従
連
衡
が
繰
り
返
さ
れ
る
と
、
継

続
し
た
安
定
的
な
関
係
が
維
持
さ
れ
な
い
た
め
、
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
バ
イ
・
ド
ゥ
ー
イ
ン
グ
型
で
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伝
承
、
蓄
積
、
共
有
す
る
こ
と
も
難
し
く
な
る
。
こ
こ
で
も
、
長
所
と
短
所
が
コ
イ
ン
の
裏
表
で
あ
る
こ
と
に
変
わ

り
は
な
い
。

5
一
ネ
ッ
ト
時
代
に
可
能
性
を
広
げ
る
の
は
何
か

こ
の
よ
う
に
、
範
囲
の
経
済
性
と
連
携
の
経
済
性
に
は
そ
れ
ぞ
れ
一
長
一
短
が
あ
る
の
だ
が
、
重
要
な
点
は
、
こ

れ
ら
の
経
済
性
を
発
揮
す
る
企
業
と
い
う
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
舞
台
装
置
11
市
場
が
、
情
報
革
命
に
よ
っ
て
大
き
く
変
化

し
て
い
る
と
い
う
環
境
変
化
で
あ
る
。

2
0
1
3年
12
月
に
開
催
さ
れ
た
情
報
経
済
に
関
す
る

O
E
C
D
の
会
合
で

は
、
情
報
化
の
進
展
に
よ
っ
て
、
社
歴
の
浅
い
小
規
模
な
企
業
が
活
躍
で
き
る
環
境
が
生
ま
れ
て
お
り
、
そ
う
し
た

企
業
の
割
合
が
高
い
国
ほ
ど
雇
用
を
創
出
し
て
い
る
と
の
興
味
深
い
国
際
比
較
研
究
が
報
告
さ
れ
て
い
た
。

現
在
の
よ
う
な

I
T
の
な
い
時
代
に
は
、
散
在
す
る
個
人
（
ピ
ア
）
が
市
場
を
通
じ
て
社
会
的
分
業
を
行
お
う
と
す

れ
ば
膨
大
な
費
用
を
要
し
た
。
こ
の
費
用
を
節
約
し
内
部
資
源
化
す
る
こ
と
で
分
業
の
威
力
を
最
大
化
す
る
の
が

「
企
業
の
本
質
」
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
必
要
な
経
営
資
源
を
す
べ
て
囲
い
込
ん
で
統
合
す
る
フ
ル
セ
ッ
ト
型
の

「
自
前
主
義
」
の
時
代
に
は
、
「
範
囲
の
経
済
性
」
を
発
揮
で
き
る
大
企
業
が
有
利
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
そ
の
仕
組
み
が
技
術
革
新
で
揺
ら
ぎ
、
外
部
の
経
営
資
源
と
連
携
し
た
相
乗
効
果
が
、
今
で
は
零
細
企

業
や
個
人
（
ピ
ア
）
に
ま
で
広
が
り
、
新
た
な
価
値
連
鎖
を
求
め
て
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
試
行
錯
誤
が
繰
り
広
げ
ら
れ

て
い
る
。
確
定
し
た
成
功
の
方
程
式
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
『
ウ
ィ
キ
ノ
ミ
ク
ス
』
の
豊
富
な
事
例
か
ら
は
こ
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の
大
変
化
の
躍
動
感
が
ヒ
シ
ヒ
シ
と
伝
わ
っ
て
く
る
。
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